
　

い
ま
、
世
界
は
「
脱
炭
素
社
会
」
に
向
け

た
大
き
な
変
革
の
時
代
に
あ
る
。
世
界
中
の

国
々
が
、
パ
リ
協
定
の
も
と
、
2
0
5
0
年

以
降
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

す
こ
と
に
合
意
し
、
最
近
で
は
、
2
0
5
0

年
を
待
た
ず
、
ど
れ
だ
け
前
倒
し
で
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
」
（
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ

ロ
）
の
社
会
が
実
現
で
き
る
か
を
競
う
よ
う

に
様
々
な
主
体
が
動
き
始
め
て
い
る
。
そ
ん

な
世
界
の
潮
流
か
ら
外
れ
た
淀
み
に
日
本
は

取
り
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

私
は
、
欧
州
委
員
会
の
国
際
都
市
間
協
力

（IU
C

）
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
「
世
界
気
候
エ

ネ
ル
ギ
ー
首
長
誓
約
」
（Global Covenant 

of M
ayors

、
以
下GCoM

）
の
日
本
事
務
局

を
担
当
し
て
い
る
。
地
方
自
治
体
の
気
候
政

策
を
実
装
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
首

長
が
、
①
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
、
②
温
室
効
果
ガ
ス
の
国
の
目
標
以
上
の

削
減
、
③
気
候
変
動
の
適
応
、
を
誓
約
し
、

2
年
ご
と
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
な
が
ら
取
り

組
む
。
首
長
誓
約
は
、
2
0
0
8
年
に
欧
州

で
始
ま
り
、
2
0
1
7
年
か
ら
はGCoM

と
し

て
世
界
で
展
開
さ
れ
、
1
万
を
超
え
る
自
治

体
が
参
加
し
て
い
る
（
日
本
で
は
2
0
1
9

年
11
月
現
在
21
自
治
体
が
誓
約
）
。

　

気
候
変
動
の
影
響
は
世
界
各
地
で
頻
発
し

激
甚
化
し
て
お
り
、
「
気
候
危
機
」
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
気
候
危
機
に

対
処
す
る
た
め
に
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因

で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
で
き
る
限

り
削
減
す
る
「
緩
和
策
」
と
、
気
候
変
動
の

悪
影
響
を
小
さ
く
す
る
た
め
の
「
適
応
策
」

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
み
は
多
分
野
に
渡

り
、
各
方
面
と
の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
だ
け

で
な
く
、
地
域
ご
と
の
特
徴
に
よ
っ
て
影
響

が
異
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
も
は
や
「
環
境
」
と

い
う
部
局
の
枠
を
超
え
た
取
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
首
長
誓
約
の
仕
組
み

が
有
効
だ
と
考
え
る
。

　

欧
州
と
日
本
の
地
域
気
候
政
策
を
調
査
し

て
き
て
、
科
学
的
な
根
拠
や
将
来
目
指
す
べ

き
姿
に
基
づ
い
て
政
策
を
推
し
進
め
て
き
た

欧
州
の
自
治
体
と
、
変
わ
れ
な
い
閉
塞
感
の

あ
る
日
本
の
自
治
体
の
明
確
な
差
を
感
じ

る
。
日
本
の
自
治
体
で
は
、
〇
％
削
減
が
で

き
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
議
論
に
終
始
し
て

短
期
的
な
考
え
方
で
し
か
政
策
が
実
施
で
き

な
い
。
4
年
前
、
日
本
の
首
長
誓
約
を
立
ち

上
げ
る
際
に
相
談
し
た
欧
州
委
員
会
の
担
当

者
は
、
「Political

w
ill

」
が
重
要
だ
と
答

え
た
。
「
自
分
た
ち
が
ど
ん
な
未
来
に
行
き

た
い
の
か
」
を
考
え
る
こ
と
だ
と
。
大
き
な

シ
ス
テ
ム
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
い
ま
、

現
代
世
代
は
そ
の
変
革
を
推
し
進
め
る
側
に

な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

　

そ
し
て
、
持
続
可
能
な
地
域
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
気
候
変
動
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
研
究
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
、
気
象
災
害
に
強
い
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
地

域
づ
く
り
、
新
た
な
産
業
や
雇
用
の
創
出
な

ど
、
地
域
に
根
差
し
た
調
査
・
研
究
が
欠
か

せ
な
い
。
ま
さ
に
、
地
域
の
大
学
が
地
域
気

候
政
策
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

環
境
学
の

未
来
予
測

博士（環境学）。地域の気候
政策・エネルギー政策の研究
および社会実装に取組む。
「臨床環境学研修」など持続
可能な社会のための教育も
担当。2017年から欧州委員
会の委託事業IUCプログラ
ムに携わる。

杉山 範子

気候危機の時代。
地域からシステム転換を。
持続的共発展教育研究センター　杉山 範子 特任准教授理学、工学、人文社会科学、異なる専門領域の学生

がともに学ぶ環境学研究科ならではの授業です。

"The best aspect of the climate change and infrastructure class is the Iryo-Sensei 
teaching style : by using mostly quantitative data and interpreting into tables and 
graphs. This teaching style is easy to understand and can make student concen-
trate on the class. Moreover, Iryo Sensei also had an interaction with students by 
putting some interesting quizzes. For example : by this quiz I just know that 
Japan have a capacity to store Carbon by "Carbon Capture and Storage Approach" 
(CCS) for 100 years. Overall, this class stimulate me to better be aware of upcom-
ing various climate change events as well as discover more applicable mitigation 
and adaptation strategies,"

　授業を受ける学生のほとんどが留学生であり，その国籍も多様
です。彼らが得てきた知識や経験は、日本人の私たちとは異なりま
す。授業では気候変動に対する適応策・緩和策を考えていく方法
を学びました。バックボーンが異なる彼らとともに知恵を出し合って、
気候変動に対する政策をつくり上げていく過程が面白いです。

　環境学研究科の都市環境学専攻科目の一つ。以前の「気候変

動政策論」を、交通工学を専門とする井料美帆先生が引き継ぎ、工

学の視点から気候変動を考える授業を展開しています。NUGELP、

NUPACEなど30人の国際色豊かな学生が受講。留学生の中には母

国で公務員としての実務経験を持つ学生も多く、彼らに混じって6人の

日本人学生が学んでいます。

　「気候変動そのものが分野横断的課題で、なぜ起こるかは理学、その

対策には工学、人文分野、両方で取り組まなければならない」と井料先

生。防災や交通対策、都市のインフラ整備を考える上で、気候変動の知識

を持つことは、工学を学ぶ学生にとって、今後ますます重要になると言います。

　授業は、気候変動を概念として学ぶ座学と、一つの都市を選んでその現状と

気候変動のリスクを分析しながら具体策を考えるグループワークで構成。「気候

変動がどれほど喫緊の課題で具体的な対策が求められているか、一方、具体

策を打つことがどれだけ困難か、肌で感じてもらいたい」と井料先生。気候変動

を緩和しつつ、適応していくというゴールのために何ができるか。それぞれが異

なる専門知識を持ち寄って大いに試行錯誤してほしいと願っています。

From Thailand　都市環境学専攻
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